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　「だれでもなんでも展」に、昨年から盆栽の作
品を出品していただいている細淵さんから盆栽
の見方を教えていただきました。福生市では文
化祭などで盆栽を飾るときには、細淵さんから
お借りしています。細淵さんは、盆栽のサーク
ルをつくりたいと考えています。

■盆栽の見方　細淵 謙蔵
　盆栽は四季のある日本の風土にはぐくまれた
樹々の一年のいとなみを、自然の風景を、盆上
に映しだし手元で楽しむのが盆栽です。樹形に
は株立ち、直幹、寄せ植え、懸崖、模様木、石付き、
文人木などの仕立て方がされています。盆栽は
鉢という限られたスペースの器に入れているの
で水やりは大切な要素です。次に肥料と病害虫
の防除や樹木の成長にしたがって徒長枝の選
定、整姿が大切な作業です。　
   盆栽を鑑賞する上で重要なポイントがありま
す。根が四方八方に張り出して、安定感と力強
さがあること、幹の立ちあがりが素直で上に行
くほど自然に細くなっていること、枝配り、幹
から出ている枝がバランスよく配置されている
ことが重要です。
　また鉢との調和も鑑賞す
るうえで重要なポイントで
す。盆栽鉢には色々な種類
があり、盆栽にもっともあ
った鉢を選ぶのも大切な要
素です。これらを参考に盆

栽を鑑賞していただければ

幸いです。

吉岡氏が会員のサークル

「さつきひろば」の模擬店
　

    

   「だれでもなんでも展」と同時開催の公民館主催
事業「平和のとき」を開催します。
　
 「平和のとき」絵本読み聞かせについて
                                       山根　弓子  

    福生お話ボランティアグループ「ポケット☆ポ
ケット」に参加しています。普段は図書館や児童
館で朗読、絵本の読み聞かせやお話等をしていま
す。
　5 年前個人参加で「だれでもなんでも展」の演
示で子ども向けにお話をしました。
　その次の年に当時の職員さんから「夏だけでな
くいろいろな時に平和について考えてもらえるよ
うに、だれでもなんでも展のなかにそういった内
容の話を一つ入れてもらえませんか」と言われま
した。私も父が戦争に行っていろいろ話を聞いた

こともあるので共感しました。そこで図書館にあ

る紙しばいや絵本など、戦争や平和について書か
れた物を読みました。
　3 年前に大型絵本の「かわいそうなぞう」を読
んだ時、多くのお客様が泣いて下さり、私も思わ
ず涙ぐみ泣きながら読みました。それからは毎年

「かわいそうなぞう」を続けています。3 年前か
らはもう一人、岸野愛子さんが「えんぴつびな」
の絵本と他の絵本の読み聞かせで参加して下さっ
ています。今年もどうぞお出で下さい。

昨年の展示

昨年の

「平和のとき」


